授業メモ　3/30

◎「〜してもらう」：自分のために相手が何かをする

教科書を見せてもらう

大事な書類を渡すために秘書室まで来てもらう
· 「〜してもらう」は韓国語で相当する表現がないので、「〜してくれる」の形にしないといけない。

例）たけしに教科書を見せてもらう：타케시가 교과서를 보여 준다

（≒たけしが教科書を見せてくれる）

　　傘を貸してもらう：우산을 빌린다（≒傘を借りる）

· 相手の行為が自分に強い影響を与えるとき、それが自分の不利益になることでも「〜てもらう」を使うことがある。「被害の受身」と同じようなニュアンス。

· 受身（受動表現 수동표현）
1． 普通の受身（〜れる、〜られる）

太郎が次郎を殴る（타로가 지로를 때린다）
→次郎が太郎に殴られる（지로가 타로에게 맞는다）
先生に褒められる（선생님에게 칭찬을 받는다）

紙に書かれた名前（종이에 쓰인 이름）

大豆から味噌が作られる（콩으로 퇸장이 만들어 진다）

・５段動詞：「ア段＋〜れる」書く→書かれる
１段動詞：「ます形＋〜られる」見る→見られる
　「する」：「される」

「來る」：「こられる」

2． 迷惑の受身（間接受身 간접수동）
　受身の形を自動詞に使い「そのせいで自分が迷惑を受けた」という意味を表す。

雨が降る（비가 온다）

→雨に降られる（비를 맞는다）

母が死んだ（어머니가 죽었다）

→母に死なれた（어머니를 여의었다）

※韓国語にはない表現なので、受動態を使わずに表現しないといけない。
友達に来られて勉強ができない（친구가 와서 공부할 수 없다）

旅行中に泥棒に入られた（여행중에 도둑이 들었다; 여행중에 도둑을 맞았다）

· 他動詞でも「迷惑の受身」を作れる。このとき目的語は「〜を」のまま。

　　ネットで書いている日記が多くの人に読まれる（普通の受身）

　　母に日記を読まれる（迷惑の受身）

もんだい

1． 次の文章を「迷惑の受身」を使って言ってください。

母親が出て行ったので父親だけで子供を育てなければいけない。

お土産（みやげ）を買ってくるのを忘れたので子供が泣いた。

泥棒が逃げてしまった。

２．次の言葉で「普通の受身」と「迷惑の受身」を使った文章を作って言いなさい。

花瓶を割る。

ネコが金魚を食べた。

泥棒がお金を盗む。

友達が昔の写真を見た。

